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パン製造販売。カフェ事業は一旦縮小し、製造力を強化していく。コロナ禍に対応できる注文販
売や配達事業の拡充。積極的な広報活動を展開。チラシの配布、SNSやインターネットの活用。
他社の下請けとして、菓子等の受注販売等新規事業の更なる推進。他事業所とのコラボ商品の拡
充。お客様を飽きさせないイベントを企画。販売イベントへの積極的な参加。広報活動はメン
バー中心として進め、商品開発各種企画は職員を中心にメンバーも参画していく。

（主な費目） （積算根拠）
材料費：3,046,680円
水道光熱費：448,560円
燃料費：80,061円
器具什器費：225,600円

材料費：4,235,124円
水道光熱費：672,840円
燃料費：120,091円
器具什器費：225,600円

現在（令和３年度（4月～3月））の「収益－費用」

11 その他 0

③　現在（令和３年度（4月～3月））の生産活動に係る、事業の収入額（＝就労支援事業収益）及び計
画期間（令和４年12月～令和５年11月）を通じて達成する事業収入目標額（1年間の額を記載）※1

(注１)　現在の収入額については、先日ご提出いただいたA型事業に係る実態調査票の生産活動収益欄の令和２年度数値と同
じとなります。以下、回答項目④～⑥も同様です。
(注２)　目標収入額は、「平均利用者数×平均労働時間×最低賃金額×平均利用日数×12か月」以上の額でなければならな
い。

（主な費目）

店舗売上収入（43.9％）、外販売上収入（30.2％）
注文売上収入（10.1％）、単発注文・販売売上収入（7.1％）
委託販売売上収入（8.7％）

⑤　生産活動に係る事業の「収益」－生産活動に伴う必要「費用」（③－④）

3,915,686 4,475,640

3,800,902

9,759,295

計画期間における「収益－費用」

現在の費用 計画期間を通じて見込まれる費用

④　現在（令和３年度（4月～3月））の生産活動に伴う費用及び計画期間（令和４年12月～令和５年11
月）を通じて見込まれる必要費用の見込額（１年間の費用を記載）※2

（積算根拠）

店舗売上収入（29.3％）、外販売上収入（38.0％）
注文売上収入（14.3％）、単発注文・販売売上収入（2.2％）
委託販売売上収入（10.8％）、イベント販売売上収入（5.4％）

具体的改善策

※1 実際の収益発生年度に計上してください。消費税、特定求職者雇用開発助成金等は除いて記載してください。

※2　原材料費や生産活動に係る経費（厨房リース料など）を計上してください。

（＊）事業内容には、生産活動の内容、対象顧客、市場動向、競合相手の動向、改善後の事業内容に主に従事する者の数や属
性（どのような資格、経験等を持った者が担当するか等）について詳細に記載すること

現在の収益額（注１） 計画期間を通じて達成するべき目標収益額（注２）

別紙様式２－１

事業所の設置主体 社会福祉法人 設立（指定）年月日

改善計画期間

平成19年4月1日

【指定就労継続支援Ａ型事業所　経営改善計画書】

法人代表者氏名

事業所所在地

齋藤　縣三

名古屋市千種区古出来３丁目２－２

FAX番号 052-937-0888

事業所名称

定員職員数 知的

サンワーク（ベーカリー＆カフェひまわり）

（うち身体136 10 0

法人名称 社会福祉法人薫徳会

事業所番号 2317100291

電話番号 090-9756-9445
連絡先

担当者氏名 原田　真規子

5,283,655

7,716,588

令和４年１２月１日　　～　令和５年１１月３０日（１年間とすること）

利用者数

＊令和4年12月における実利用人数（想定）を記載してください。*R4.12.1現在で記入

①　現在（令和３年度（4月～3月））の、指定基準第192条第2項（生産活動収入－生産活動経費≧利用
者賃金総額）を満たすことができていない理由と具体的改善策　（詳細かつ具体的に記載すること）

精神

現在の事業内容 計画期間を通じて実施する事業内容

②　現在（令和３年度（4月～3月））の事業内容及び計画期間（令和4年12月～令和5年11月） を通じて
実施する事業内容

2

未達成理由
①　売上：前年比1,316,777円増。令和2年度コロナ禍で開拓した販売先に加え、新たな販売
先の獲得、法人内他事業所とのコラボ商品開発などに取り組み、令和2年度の売上を超える
額となったが、目標まで到達することができなかった。②経費：前年比279,687円増。売上
増により材料費の増加があったが、原価率6％減となった。③利用者の労働時間：前年比
1,031時間増。前年に引き続きコロナ禍の緊急事態（まん延防止措置）宣言中に休む人もい
たが、1名増員もあり労働時間数増となった。

①大口受注に向けた体制作り：大量生産できる環境整備。作業の効率化。わっぱんとの共同仕入
れ共同受注体制の構築。
②販路拡大：年3件以上の新規販売先の獲得。大口受注に向けた営業活動。販売場所、売上額等
から効率よい販売先の開拓と現在の販売先の整理を行う。
③目玉商品の開発。
④業務量増加に伴う人員体制の整備。
➄ロス＝０を目指し、販売先を開拓していく。

パン製造販売・カフェ事業。販売先:店舗・社協・保健センター・区
役所等13ヶ所。注文販売:7ヶ所。委託販売:3ヶ所。イベント販売:1
回。コロナ禍で販売休止:4ヶ所。新規販売先:4ヶ所。単独での販売・
商品開発だけでなく、他事業所と販売協力体制の構築やコラボ商品の
開発に令和2年度に引き続き取り組んだ。
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事業所代表者署名欄

以下は切り捨ててください。

（A）支払い
総賃金額
（※3※4）

総労働時間　10,375時間（平均労働時間4.46時間）
平均利用者数　9.3人、利用日数　252日
平均時給　1,000円、最低賃金除外申請者　0人

総労働時間　9,877時間（平均労働時間4.5時間）
平均利用者数　8.6人、利用日数　254日
平均時給　993円、最低賃金除外申請者　0人

計画期間

⑥　現在（令和３年度（4月～3月））の利用者の総賃金額及び計画期間（令和４年12月～令和５年11月）における利用者の総賃金額等

円

時間10,375 9,877 時間

453 円

現在

齋藤　縣三

9,805,158

（積算根拠）

5,329,518

※5　利用者の当該年度に勤務した労働時間数を記載してください。単位は「時間」で記載し、小数点第
※4　社会保険料等事業主負担分を含めて記載してください。
　（例）R4年3月に労働した分の給与支払いが4月15日の場合、3月分に計上されるためR3年度に計上す
※3　利用者の労働年度における賃金発生額を計上してください。

10,378,317

（積算根拠）

給付費等充当
額

（B)=(A)-⑤
6,462,631

利用者の
総労働時間

（C)
※5

時給換算額
⑤÷（C) 377


